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年別救急件数の推移

年別救助件数の推移
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消防職員数の推移
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消防機構図
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消防署所配置図
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歴代消防長
代 氏　　名 就　　　任　　　期　　　間 備　　考
初　代 大　塚　伴　鹿 昭和３４年１０月〜昭和４２年１１月 兼務（市長）
２　代 大　貫　亥　蔵 昭和４２年１２月〜昭和４３年１０月 　
− 永　野　悦　郎 昭和４３年１１月〜昭和４６年３月 消防長職務代理（署長）
３　代 永　野　悦　郎 昭和４６年４月〜昭和４７年２月 　
− 島　村　平市郎 昭和４７年３月〜昭和４８年１２月 消防長事務取扱（市長）
４　代 島　村　利　一 昭和４９年１月〜昭和５０年３月 　
５　代 菅　家　義　雄 昭和５０年４月〜昭和６２年３月 　
６　代 中　野　　　功 昭和６２年４月〜平成９年３月 　
７　代 深　堀　武　夫 平成９年４月〜平成１２年３月 　
８　代 小　島　日出男 平成１２年４月〜平成１５年３月 　
９　代 杉　本　昭　彦 平成１５年４月〜平成１８年３月 　
１０　代 藤　沼　　　實 平成１８年４月〜平成１９年３月 　
１１　代 大　野　　　實 平成１９年４月〜現在に至る

歴代消防団長
代 氏　　名 就　　　任　　　期　　　間 備　　考
初　代 荒　井　政太郎 昭和２９年１１月〜昭和３５年１０月 　
２　代 降　田　清一郎 昭和３５年１１月〜昭和４５年９月 　
３　代 中　野　喜平治 昭和４５年１０月〜昭和５３年１月 　
４　代 森　山　　　武 昭和５３年２月〜昭和６２年３月 　
５　代 白　鳥　庄　造 昭和６２年４月〜昭和６３年３月 　
６　代 鈴　木　清　康 昭和６３年４月〜平成４年３月 　
７　代 遊　馬　重　誉 平成４年４月〜平成１０年３月 　
８　代 清　田　幸　治 平成１０年４月〜平成１４年３月 　
９　代 島　村　　　仁 平成１４年４月〜平成１８年３月 　
１０　代 髙　橋　　　明 平成１８年４月〜平成２０年３月 　
１１　代 深　野　　　弘 平成２０年４月〜現在に至る

越谷市防火安全協会　歴代会長
代 氏　　名 就　　　任　　　期　　　間 備　　考
初　代 井　橋　吉　蔵 昭和32年7月～昭和52年6月
２　代 岡　安　幸太郎 昭和52年6月～平成13年5月
３　代 小　林　政　一 平成13年5月～現在に至る　 　

消防協力関係団体

越谷市婦人防火クラブ連絡協議会　歴代会長
代 氏　　名 就　　　任　　　期　　　間 備　　考
初　代 岡　村　照　子 平成5年4月～平成11年3月
２　代 小　林　寿美子 平成11年4月～現在に至る 　

越谷市幼年消防クラブ連絡協議会　歴代会長
代 氏　　名 就　　　任　　　期　　　間 備　　考
初　代 植　竹　浄　水 平成5年4月～現在に至る
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１９４９ 昭和２４年３月 越ヶ谷 越ヶ谷小学校講堂、校舎焼失

１９５７ 昭和３２年８月 大 沢 東武劇場火災

１９５８ 昭和３３年３月 大 沢 住宅火災、強風にあおられ延焼、１３世帯焼失

１９５８ 昭和３３年４月 大 沢 大沢中学校校舎１棟焼失

１９５８ 昭和３３年１０月 越ヶ谷
越ヶ谷大作（赤山町）の工場火災、死者６名、重傷者６名、軽傷
者６名

１９６１ 昭和３６年１２月 大 沢
給油所火災、タンクローリーで地下タンクへ注油中出火、負傷者
５名

１９６２ 昭和３７年１１月 増 林 東福寺焼失、練炭火鉢から出火

１９６４ 昭和３９年８月 越ヶ谷 越ヶ谷映画劇場火災

１９６５ 昭和４０年７月 越ヶ谷 工場火災、負傷者２名、１，１７５．８２㎡焼失

１９６６ 昭和４１年９月 越ヶ谷 赤山踏切で東武電車と東武バスが衝突、死者４名、重傷者３名

１９６８ 昭和４３年１月 新 方 大吉の徳蔵寺焼失

１９７２ 昭和４７年９月 桜 井 桜井小学校放火により校舎１棟半焼

１９７３ 昭和４８年４月 荻 島 不燃物捨場火災、ブルドーザー出動、１２時間消火作業

１９７３ 昭和４８年１２月 蒲 生 蒲生温泉火災

１９７４ 昭和４９年２月 越ヶ谷 店舗付共同住宅、パチンコ店２階から出火、７世帯全損

１９７４ 昭和４９年１１月 桜 井 ３階建店舗付住宅でプロパンガス爆発、６世帯が被害

１９７５ 昭和５０年１月 出 羽 倉庫火災、ブルドーザー等を使用し、約１５時間消火作業

１９７５ 昭和５０年７月 大 沢 公衆浴場火災

１９７５ 昭和５０年８月 蒲 生 古紙再生促進センター火災、鎮火まで約９時間

１９７５ 昭和５０年１０月〜１１月 大 袋 車両等連続放火、車両火災１１件、その他の火災２件

１９７６ 昭和５１年３月 蒲 生 作業場付共同住宅火災、死者２名、負傷者５名

１９７６ 昭和５１年１２月 新 方
倉庫火災、電気溶接の火花が飛び寝具類に着火、１，０３０㎡焼損、
損害額２億１，３００万円

１９７７ 昭和５２年１月 越ヶ谷 複合ビル火災、スナックバー等焼ける

１９７７ 昭和５２年３月 新 方 一般住宅ガス爆発、３０棟被害

１９７７ 昭和５２年９月 大 袋 放火で北中学校体育館１棟全焼

１９７８ 昭和５３年１０月 越ヶ谷 木工所、工場、住宅等６棟全半焼

１９７９ 昭和５４年６月 蒲 生 工場１棟、１，４７０㎡焼損

過去の災害のあらまし
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１９７９ 昭和５４年１１月 出 羽 住宅火災、３棟全焼、１棟半焼、死者１名

１９８０ 昭和５５年３月 荻 島 長屋住宅火災、１棟７世帯及び住宅等３棟が全半焼

１９８０ 昭和５５年４月 蒲 生 住宅火災、４棟全半焼、他５棟が罹災、死者１名

１９８０ 昭和５５年７月 新 方 住宅火災、１世帯４名のうち死者２名、負傷者２名

１９８０ 昭和５５年１２月 越ヶ谷 大型店舗半焼、４３０㎡焼損

１９８１ 昭和５６年１０月２２日
台風２４号　床上浸水２２３戸、床下浸水１，８５１戸、道路冠水（市内道
路の２０％）

１９８２ 昭和５７年９月１２日
台風１８号、床上浸水3,610戸、床下浸水3,869戸、道路冠水延べ
450㎞、田畑冠水1,364.2ha、住宅浸水7,715ha

１９８４ 昭和５９年２月１５日 大相模 工場火災、全焼３棟、他５棟罹災

１９８４ 昭和５９年３月１８日 出 羽 家具倉庫火災、８５４㎡焼損、約２億４，０００万円の損害

１９８４ 昭和５９年４月４日 川 柳 倉庫火災、１棟全焼

１９８４ 昭和５９年１０月３１日 荻 島 作業場火災、全焼２棟、他１棟罹災

１９８４ 昭和５９年１１月１６日 新 方 住宅火災、５棟全焼、３０名罹災

１９８５ 昭和６０年１月１６日 越ヶ谷 住宅火災、１棟半焼、死者１名

１９８５ 昭和６０年３月１９日 新 方 住宅火災、１棟半焼、死者１名

１９８５ 昭和６０年６月３０日 台風６号　床上浸水５７３世帯、床下浸水１，７０２世帯

１９８５ 昭和６０年８月８日 大 沢 住宅火災、１棟全焼、１棟半焼、他５棟罹災

１９８６ 昭和６１年６月８日 北越谷 住宅火災、１棟全焼、１棟半焼、他４棟罹災

１９８６ 昭和６１年６月１１日 越ヶ谷 空室から出火、１棟全焼、１棟半焼、他２棟罹災

１９８６ 昭和６１年１２月２６日 大 沢 倉庫火災、６棟が被害

１９８６ 昭和６１年１２月３０日 出 羽 住宅火災、１棟全焼、１棟半焼、他４棟罹災、死者１名

１９８７ 昭和６２年１月１９日 桜 井 作業所火災、住宅２棟罹災

１９８７ 昭和６２年４月９日 大相模 チップ粉砕施設火災、鎮火まで７２時間、古材チップ１０，０００㎥焼損

１９８７ 昭和６２年５月２６日 出 羽 作業場火災、住宅２棟罹災

１９８７ 昭和６２年７月２８日 出 羽 住宅火災、１棟全焼、３棟部分焼

１９８７ 昭和６２年７月２９日 出 羽 倉庫火災、２棟全焼、住宅２棟半焼、１棟部分焼

１９８７ 昭和６２年１０月２８日 増 林 住宅プロパン爆発、１棟部分焼、１名重傷

１９８７ 昭和６２年１１月９日 大 沢 倉庫火災、１棟全焼、住宅３棟部分焼

１９８７ 昭和６２年１１月２７日 大 袋 作業所火災、１棟全焼、住宅２棟部分焼

１９８７ 昭和６２年１２月５日 越ヶ谷 住宅火災、１棟全焼、死者１名
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西暦 年　　　月 場 所 摘　　　要

１９８８ 昭和６３年２月１０日 大 袋 住宅火災、２棟全焼、２棟部分焼

１９８８ 昭和６３年２月１７日 出 羽
住宅火災、１棟全焼、２棟部分焼、負傷者（全身熱傷１名）後日
死亡

１９８８ 昭和６３年２月１０日 大 袋 住宅火災、２棟全焼、２棟部分焼

１９８８ 昭和６３年２月１７日 出 羽 住宅火災、１棟全焼、２棟部分焼、１名死亡（全身３度熱傷）

１９８８ 昭和６３年３月３日 大 袋 住宅火災、２棟全焼、２棟部分焼

１９８８ 昭和６３年４月２１日 新 方 住宅火災、１棟全焼、２棟部分焼

１９８８ 昭和６３年８月３日 大相模 住宅火災、１棟全焼、２棟部分焼

１９８９ 平成元年５月６日 大相模 古材７，５００㎥焼失

１９９１ 平成３年９月１９日〜２１日 台風１８号　床上浸水１，２０７戸、床下浸水４，０５２戸

１９９３ 平成５年１月１日 大相模 倉庫火災、半焼１棟、部分焼１棟

１９９３ 平成５年６月４日 出 羽 丸太５，０００㎥焼失、住宅全焼３棟、部分焼１棟

１９９７ 平成９年３月１４日 荻 島 倉庫併用住宅火災、全焼３棟、部分焼２棟、他ぼや１棟罹災

１９９８ 平成１０年１１月６日 新 方 住宅火災、全焼４棟、半焼１棟、部分焼３棟、他ぼや３棟罹災

１９９８ 平成１０年１２月１５日 荻 島 住宅火災、部分焼１棟、死者４名、負傷者１名

１９９９ 平成１１年１２月２日 大 袋 住宅火災、全焼２棟、半焼１棟、部分焼１棟、死者１名

２０００ 平成１２年７月８日 大 袋 工場火災 、全焼１棟 、鎮火まで約４時間消火作業

２００１ 平成１３年３月２０日 大 沢 作業所火災、全焼９棟、部分焼１棟　ぼや３棟

２００１ 平成１３年６月１２日 出 羽 作業所火災、全焼６棟、部分焼３棟

２００１ 平成１３年１１月７日 大 袋 長屋住宅火災、半焼１棟、死者４名、負傷者８名

２００４ 平成１６年２月１５日 出 羽 倉庫火災、古紙が焼損、鎮火まで約１８時間消火作業

２００６ 平成１８年１月１６日 蒲 生
診療所併用住宅火災、全焼１棟、部分焼１棟、ぼや２棟、死者１
名、消防職員４名負傷

２００７ 平成１９年２月〜４月 大 袋 ゴミ集積場連続放火、建物火災３件、その他の火災10件
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越谷市民憲章

わたくしたちは、越谷市民であることに誇りと責任を持ち、
水と緑と太陽に恵まれた豊かなまちを築くため、
限りない願いをこめて、ここに市民憲章を定めます。

１．教養を豊かにし、人間性あふれる文化のまちをつくります。
１．きまりを守り、信じあい心豊かな明るいまちをつくります。
１．自然を愛し、お互いに助けあい、きれいなまちをつくります。
１．健康で楽しく働き、明るいスポーツのまちをつくります。

越谷市の概要

越　谷　市　章

位　　　置 東経139度47分、北緯35度53分（市役所）

面　　　積 60.31㎢（東西8.6km、南北11.5km）

人　　　口 323,886人� （平成21年4月1日現在）

世　帯　数 133,212世帯� （平成21年4月1日現在）

人 口 密 度 5,370人／㎢� （平成21年4月1日現在）

越谷市の木  けやき� （昭和53年11月3日制定）

越谷市の花  き　く� （昭和53年11月3日制定）

越谷市の鳥  シラコバト� （昭和63年11月3日制定）

（平成２１年４月１日現在）



▪編集後記

　昭和34年10月に職員13名、消防ポンプ自動車１
台で発足した越谷市消防本部が50周年という節目
の年を迎えるにあたり、記念になるものをとのこ
とで本年度に「越谷市消防本部50周年記念誌作成
委員会」を設置し、本誌を編纂することとしまし
た。
　編纂に際しては、「文言よりも写真等を多く
し、目で見て分かる…」という趣旨で開始しまし
たが、発足当初からの諸先輩は既に退職し、越谷
市消防の歴史を知る職員は少なくなっていること
から、資料の収集に大変苦慮いたしました。改め
まして資料や記録の重要性を認識したところで
す。
　編集にあたっては、各委員が所有している過去
の資料を持ち寄り編集したものであることから、
不足等があるかとも存じますが、各委員の頑張り
に免じてご容赦くださるようお願いいたします。
　終わりに、この「越谷市消防本部50周年記念誌」
が越谷市消防に対するご理解と今後の充実発展に
つながれば幸いに存じます。

越谷市消防本部５０周年記念誌作成委員会
委員長　吉兼　宇一

▪記念誌作成委員会

委 員 長　　吉兼　宇一
副委員長　　中村　　明
委　　員　　森田　秀男
　　　　　　小林　隆士
　　　　　　中村　恭久
　　　　　　立原　孝之
　　　　　　村田　和彦
　　　　　　埜口　昭二
　　　　　　川津　忠雄
　　　　　　齋藤　紀明
　　　　　　上原　利光
　　　　　　堀越　達也
　　　　　　桐澤　博俊
　　　　　　須賀　昌彦

⃝発　行　日　平成２１年１０月
⃝企画・編集　越谷市消防本部５０周年
　　　　　　　記念誌作成委員会
⃝発　　　行　越谷市消防本部
　　　　　　　〒３４３−００２５
　　　　　　　越谷市大沢二丁目１０番１５号
　　　　　　　☎０４８（９７４）０１０１（代表）
⃝印　　　刷　株式会社 

※掲載した写真の複製・転載を禁じます。

越谷市消防本部50周年記念誌
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